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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は 1)小中学校の他教科と英語の統合において、用法言語基盤モデル
（UBM）理論に基づき、ひとまとまりの表現の頻繁なインプットから文構造に気づくことに焦点を当てたCLIL教
育法を提案すること、2)学習者がどのように英語の文構造を理解し学びをproductに転移できるかを明らかにす
ることである。フィンランドやイタリアなどの研究者とCLIL研究学術交流を行いCLIL授業の可能性を探った。
CLIL授業を行った処置群では、音声文法性判断テスト、時間制限即興ライティング等に拠って、文構造への気づ
きや即興的言語使用に有意な差が見られた。この結果からUBMとCLILの親和性を提案した。 

研究成果の概要（英文）：The purposes of this research are: 1) to propose a CLIL pedagogy for 
teaching English at the elementary and junior high school levels, focusing on students recognizing 
sentence structure through listening and speaking; and 2) to clarify how learners can understand 
English sentence structure and apply it to various activities in CLIL. We achieved that the 
principal investigators engaged in academic exchanges with researchers from Finland, Italy, and 
other countries to explore the possibilities of CLIL classes in an EFL. In the classroom, we 
examined how learners' noticing of sentence structure and their improvisational use of language 
transform through an auditory grammaticality test, time-limited improvisational writing, and the 
analysis of learners' discourse. Additionally, the relationship between the usage-based model (UBM) 
and CLIL was explored with the international collaboration with Austrian researchers.  

研究分野：第2言語習得研究　用法基盤モデル　CLIL　クロスカリキュラム　フィンランドのバイリンガル教育　

キーワード： CLIL　クロスカリキュラム　Focus on Form　用法基盤モデル（UBM）　21世紀型スキル　フィンランド
の教育　内容と言語　スキャフォルディング

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果としては、用法基盤モデル（UBM）を軸に、小中学校の英語教育と文法指導を関連付け、CLILの指
導を行い、教科内容（理科・体育・SDGｓ等）の思考場面で創造的な英語使用を創り出し英語面での進捗効果を
検証した。研究当初には内容の前に文法説明が重視される傾向があったが、2018～2020年頃の本研究結果は広く
参照され、日本の思春期時期の学習者もひとまとまりの表現から文構造に気づき、教科内容を絡めることで思考
が深まり、このプロセスは英語の運用面に転移可能であることが分かった。また、CLILを活用したフィンランド
海外教育実習・国際学会開催を行い国内外で延べ400人の研究者らの参加を得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１ 研究開始当初の背景 
本研究を開始した2017年頃は、CLIL(内容言語統合型学習)に関する関心が高まりつつあったが、特に
英語とクロスカリキュラムについての言及は学習指導要領でもまだ見られず、2022年実施となった新学
習指導要領において、異分野の統合による思考・判断・表現力が初めて注目され、高校分野においては
CLIL の指導方法が特に具体的な指導法として注目されるようになった。小学校では元来、複数教科を
担当する教員が英語を担当すること、中学校ではカリキュラムマネジメントが重視される中、CLIL の
指導法をいち早く学ぼうとする研究者や教員らが、指導法とその効果を探索しようとしていた。研究者
らは、2012 年頃から、理科・体育・環境などについてCLILの理論を紹介しそれに基づく授業創りを行
い、フィンランド海外教育実習を8 年間実施してきた。内容の豊かな他教科のコンテンツと指導法を開
発してきたことを生かして、2017 年ごろから代表者らが主となってワークショッを開催したり、海外
のCLIL 研究者を招聘したりした。日本では4 か所（北海道・宇都宮・東京・京都）でのワークショッ
プを開いたが。いずれも盛況であった。その一方で、CLIL 指導で学ぶ小中学生が教科等の内容を深め
考える場面で、英語の構文にどのように気づき、文構造を学び、自らのProduct（発話）に転移するの
か、どのようにして創造的な英語使用を創り出すのかという言語面の進捗については実証データがな
く、本研究はその点を明らかにしようとするものであった。 
 
２ 研究の目的 
UBM（用法基盤モデル）に基づいて、小中学校の英語教育と文法指導を関連付け、CLIL（内容言語
統合型学習）の指導を行い、教科内容（理科・体育・環境教育・SDGｓ・英文学や言語教育）が深まる
思考場面での文構造の理解と創造的な英語使用が見られるのかどうか、言語面での進捗効果を検証す
る。その上で、効果的なCLIL 授業実践を実践し提案する。その成果を広く日本の学校現場に普及する
と共に、海外のCLIL 研究者との学術交流を行い、英語教育の質的向上に貢献する。 
 
３ 研究の方法 
まず、CLIL の授業方法を先行研究に基づいて明らかにし、思考の深まりについては、Dalton-puffer氏
らのSeven Cognitive Discourse Functions（７つの認知機能ディスコース）を参照してディスコースにラ
ベリングを行い、言語面では Listening による文法性判断テストを実施し、Writing およびSpeaking 
による授業後のディスコースや即興作文の総語数・動詞出現・フレーズ入れ替え頻度・におけるディス
コースを抽出し、それらの相互の関連を明らかにしようとした。 

 
４ 研究成果 
発表した論文の中から分析例をここでは示す（柏木・松田・伊藤・2022）。この論文では、対象者を
日本の中学校2 年生とし、処置群（CLIL・UBM）・対照群（PPP 型授業）の2 群比較によって文構造



の理解と産出の様子を分析した。UBM（用法言語基盤モデル）に基づき、CLIL 指導法を組み合わせ、
ストーリーテリングを活用した文章再構成タスク（ディクトグロス）を行った。インプットからインテ
イクが起こるように授業をデザインし、同時にストーリープロットに興味を持たせ、言語面では、まだ
文法の説明より先だって、受動態をもちいたひとまとまりの表現に触れさせ、文構造への気づきを引き出す
ようにした。結果としては、CLIL と文構造の気づきを引き出した処置群において、Listening ではある程度
の差が見られ、即興Writing では、Token-Type 率との関連において、言語複雑性を示すG 値（ギロー値）
と、動詞フレーズの産出における入れ替え数の両方に置いて有意に高いという結果が見られた（表１・表
２）。このことから、先に文法を説明してその練習を行ってから表現する授業に比べて、CLIL のように内
容の豊かなインプットに触れさせ、思考を深まる場面で文構造に頻繁に触れる授業法において、中学校
２年生の生徒は、英語の受容面と産出面の両方で効果が高いことが分かった。また、産出した英文には
ナラティブで、インプットから借用し部分を入れ替えて言葉を使う傾向が見られた。さらに、処置群で
は、英語の理解度の生徒間の差が事後には縮小し上方向に傾いた（図１）。これはCLIL におけるアク
ティブ・ラーニングの実現によって、双方向の協働的言語使用を多いことが影響すると考えられる。 
分析の結果から、この方法を活用してＣＬＩＬの授業によって生徒の英語の学びを活用に繋ぐという
転移スキルの育成が期待される。また、ストーリーそのものを吟味し思考する力をつけ、Conceptual 
Growth(概念的な成長)をも期待される。このことは、英語を教え込まれ暗記を強いられることで英語力
を習熟させるClassroom 依存型の会話練習型の学び方よりも、実際のグローバル社会でのCommunity 
依存型で問題解決をするような場面での双方向言語使用に近いと考えられ、言語を使ってコミュニティ
への貢献を行う21 世紀型の英語力を培えることが期待される。 
 
表１ 時間制限即興作文におけるTTRとギロー値による異なり・フレーズ入れ替え頻度 
（FS グループ＝CLIL＆UBM；Non-FS グループ＝Non-CLIL＆PPP） 
 

Timed Essays Using Type-Token Frequencies, Guiraud’s Index, and Edge of Proceeding 

 

 
 研究の成果とその発信では、検定教科書の執筆、国際研究集会の開催、自治体連携のCLIL研修、アジ
アへの招待講演などの機会を得てきた。主な著作物としては、CLIL 共著書を 4 冊発刊した（大修館書
店２・明治図書１・くろしお出版１等）。次に、新型コロナ感染症の期間は、オンライン学術交流や教師
ネットワーク創りを行った。大阪府下教育委員会、Teacher For Japan などと連携し協働的問題解決力の

Token Type EP G Token Type EP G

FS Mean 17.76 13.68 3.8 3.19 27.83 24.75 3.08 4.55

group (SD) -11.32 -8.78 -4.86 -1.23 -13.88 (12,43) -4.26 -1.27

Non-FS Mean 12.17 10.28 1.89 2.71 16.42 15.04 1.38 3.4

group (SD) -11.27 -8.82 -4.34 -1.28 -12.63 -11.44 -1.9 -1.53

FS group (N = 63) and non-FS  group (N = 71)

Pre-Essay Post-Essay

Notes: G : Guiraud Index; EP : Edge of Proceedings (times)



育成や、21 世紀型スキルの育成を行い 「教員の 21 世紀型スキル尺度（Edu21st）」を作成した論文が査
読付き論文として採択された（柏木・宍戸・矢田, 2021）。Edu21st では、CLIL を取り入れた英語プロ
ジェクトなどにおける生徒の自己効力感の高揚を観察する有効なツールとして活用されている。 

 
表２ ギロー値とフレーズ入れ替えの比較 

 

 

Notes: *p < .05, **p <. 01, partial η2: effect size  

 

図１ 2 群の事前と事後の変化比較 
（FS グループ＝CLIL＆UBM；Non-FS グループ＝Non-CLIL＆PPP） 
 

A shift from the pre-test to the post-test for FS and Non-FS group 

 
また、クロスカリキュラムでは、理数CLIL（紙飛行機の揚力や慣性の法則活用）、体育CLIL（英語
と球技、脳と運動機能に関連して）、SDGs・環境CLIL 等について授業ビデオをホームページで公開
した。研究代表者はまた、新学習指導要領に基づく教科書編集に関り、SDGs の内容を開発し教科書執
筆として掲載された（環境、水の大切さ、Food Waste 等）。主な社会への成果還元としては、７点が
挙げられる。１）4 年間に渡り、国内外のCLIL 実践者との国際シンポジウムや、フィンランド・イタ
リアの教育機関へのCLIL 訪問授業を実施した。２）2021 年には、イタリア文部科学省の研修トレー
ナーのSilvana Rampone 氏（ピネロロ市教育委員会）を招聘し、EU のe-Twining サイトとCLIL 教材
共有について講演を開催した（参加80名）。３）2021 年にはユヴァスキュラ大学のJosephine Moate 
氏、フィンランド国立教育研究所、矢田匠氏、イースタン大学、矢田秋恵氏を招聘し、CLIL 授業と学
習者Agency 育成について議論した（参加90名オンライン）。オーストリアのCLIL 研究者のChristiane 

 
Source df F p partial η 2 df F p partial η 2

Groups 1 14.98 0        ** 0.102 1 6.57 0.011    ＊ 0.047
Error 132 –21.24 0.1 132 –21.24 0.01    ＊ 0.1

Time (pre/post) 1 119.21 0 ** 0.48 1 0.417 0.52 n.s 0.003
Groups×Time 1 13.03 0 ** 0.09 1 0.417 0.52 n.s 0.003

Error 132 –0.59 132 –10.29

Guiraud’s Index Edge of Proceedings

  



Dalton-puffer 氏（ウィーン大学）、およびTarja Nikula 氏（ユヴァスキュラ大学）を招聘し、教科特
有の言語について研修を深めた（それぞれ参加90名）。４）2017 年には、香港の教育学会で体育CLIL 
の実践発表を行い優秀論文学会賞が授与された。5）2023 年には、台湾文部科学省の開催するバイリン
ガル教育成果発表への招待講演を行った（参加200 名）。6）フィンランドのセイナヨウキ市教育委員
会との連携でCLIL 学術交流研究会を行った。7）ベトナムのハノイで日越大学における俳句とCLIL に
ついて招待講演を行い日本とベトナムの学術交流を行ったこと等である（参加200 名）。科研最終年度
（2023年）には、ユヴァスキュラ大学のCLIL 研究者らとTeacher Agency の高揚を図る国際学術交流
セミナーを開催、2021 年に出版した論文で示した「教員21 世紀型スキル尺度（Edu21st）」（柏木・
宍戸・矢田, 2021）について学会で配信し、その後も多数の文献引用があり、教員養成および海外研修
において参加者の事前事後の変容を見取る有用なツールとして活用している。 
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